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1. システム構築 
1.1. 基本的なシステム構成 

 
 

 
1.2. システム構築作業の流れ 

 
大項目 手順 内容 

1 IP-LON に機能ユニットを取り付けて起動する 
2 IP-LON の IP アドレスを初期化・変更する 

IP-LON に他の LonWorks デバイスとバインドするネットワーク変数を実

装する 
(1) IP-LON 用 SNVTs 設定ツールで実装する変数を編集・保存する 
(2) IP-LON にダウンロードする 
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(3) ダウンロードした情報を有効にする 
4 XIF ファイル作成ツールで IP-LON の XIF ファイルを作成する 
5 LonMaker で LON 側のシステムを構築する 

IP-LON 以下の 
システム構築 

6 IP-LON やその他の LonMaker デバイスをコミッションする 
7 BACnetGateway を起動する 
8 BACnetGateway の IP アドレスを確認・変更する 
9 BACnetGateway の Web サーバからブラウザで基本設定を変更する 
10 IP-LON / BACnetGateway 間を LAN で接続する 
11 BACnetGateway に IP-LON を登録する 
12 IP-LON に実装されたネットワーク変数の一覧を BACnetGateway に取り

込む 

BACnetGateway 
の設定 

13 BACnet オブジェクトを生成する 

BACnetGW 

DI,DO,AI,AO 

DI,DO,AI 

IP-LON IP-LON 

HIM 

Web Browser (IE) 

SFTP (WinSCP,etc) 

IP-LON 用 SNVTs 設定ツール(WRS-SNVTSet)

IP-LON 用 SNVTs 設定ツール(WRS-SNVTSet) 

XIF ファイル作成ツール(WRS-XIF) 

LonMaker 

LAN 

LAN 

LON LON

LonWorks Device LonWorks Device 

DI,DO,AI,AO 

DI,DO,AI

XIF ファイル
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1.2.1. IP-LON 以下のシステム構築 

1.2.1.1. IP-LON に機能ユニットを取り付けて起動する 
手順 操作内容 
1 IP-LON 自身の I/O を HIM から監視・制御する場合は、IP-LON の右側面のバスコネクタに、

用途に応じた機能ユニットを取り付けます。右端には、IP-LON に同梱の終端を取り付けます。 
2 電源端子（U/V/F.G.）に AC85～242V あるいは DC85～132V の電源を接続します。 
3 IP-LON のスイッチを POWER ON にします。 
 
1.2.1.2. IP-LON の IP アドレスを初期化・変更する 
手順 操作内容 
1 MODE スイッチを’F’にあわせます。（STATUS LED 1～4 が同時に点滅します。） 
2 SET スイッチを 3 秒以上押下して放します。 

（STATUS LED 1～4 の点滅が一旦停止（消灯）します。） 
3 MODE スイッチを’0’に戻します。 

（STATUS LED 1～4 がスクロールします。） 
4 STATUS LED 1～4 のスクロールが止まるのを待ちます。 

（この時点で IP-LON は 192.168.1.10 に初期化されています。） 
内部設定ファイルの更新が行われますので、スクロールが止まってから 
約 40 秒間電源を切らないで下さい。 

5 IP-LON に Windows PC を LAN で接続し、コマンドプロンプトを起動します。 
6 telnet で IP-LON に Login します。 

telnet 192.168.1.10 （Login : watanabe, password : rial） 

 
7 "eip XXX.XXX.XXX.XXX"と入力して IP アドレスを変更します。 

(下線部は設定後の IP アドレスを指定します。) 

 
「再起動後、設定内容が有効になります。」と表示されるまで電源は切らないで下さい。 
表示されましたら "Bye"と入力して telnet を終了します。 
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8 MODE スイッチを’6’にあわせ、BUSY LED が消灯するまで SET スイッチを長押しします。 
9 IP-LON のスイッチを POWER OFF し、MODE スイッチを’0’に戻します。 
10 再度 POWER ON します。（上記の IP アドレスが有効になります。） 
 
 
1.2.1.3. IP-LON に他の LonWorks デバイスとバインドするネットワーク変数を実装する 
    IP-LON 以外の LonWorks デバイスを使用しない場合は、「1.2.1.4.XIF ファイル作成ツール 

    で IP-LON の XIF ファイルを作成する」まで操作を飛ばしてください。 
 

    ※BACnetGateway 経由で SNVT 情報を IP-LON にダウンロードする場合は、 

    「1.2.2.1.BACnetGateway を起動する」～「1.2.2.5.BACnetGateway に IP-LON を登録する」 

    までの操作を先に行ってください。 

 

IP-LON 用 SNVTs 設定ツールで実装する変数を編集・保存する 
手順 操作内容 
1 IP-LON 用 SNVT 設定ツール(SNVTSet.exe)を実行します。 

2 監視・制御したい LonWorks デバイスのネットワーク変数とバインド可能（同じ SNVT で 
入出力方向が逆）な変数を、IP-LON 用 SNVTs 設定ツールの実装 SNVTs リストに追加します。 
ネットワーク変数は最大 256 個まで追加できます。 
 

※詳細は、IP-LON 用 SNVT 設定ツール取扱説明書を参照してください。 
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3 保存の際に「イベント＋ポーリング」を指定すると、LonWorks デバイスの出力ネットワーク変

数を IP-LON からポーリングすることができます。 

 

 
ここで保存した設定 CSV ファイルは、システムの修正･再構築等で使用します。 
大切に保管してください。 
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IP-LON にダウンロードする 
手順 操作内容 
1 IP-LON の IP アドレスを宛先に指定します。 

 

 

 
 

2 SNVTs 設定ツールを終了します。 

 

 
ダウンロードした情報を有効にする 
手順 操作内容 
1 MODE スイッチを’C’にあわせます。 
2 SET スイッチを STATUS LED が全消灯するまで押下して放します。 
3 MODE スイッチを’0’に戻します。（STATUS LED 1～4 がスクロールします。） 
4 STATUS LED 1～4 のスクロールが止まるのを待ちます。 
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1.2.1.4. XIF ファイル作成ツールで IP-LON の XIF ファイルを作成する 
手順 操作内容 
1 XIF 作成ツールを実行します。 
2 該当の IP-LON に接続した機能ユニットを並び順どおりに指定します。 

 
※詳細は、XIF ファイル作成ツール取扱説明書を参照してください。 

 
2 IP-LON 以外の LonWorks デバイスを使用する場合は、“IVU”をチェックし、参照先として 

1.2.1.3 で保存した CSV ファイルを指定します。 

 
3 ファイルを保存します。 

 

4 XIF ファイル作成ツールを終了します。 
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1.2.1.5. LonMaker で LON 側のシステムを構築する 
手順 操作内容 
1 LonMaker for Windows を起動し、IP-LON および IP-LON を経由して監視・制御する LonWorks

デバイスを登録します。 
IP-LON の登録は XIF ファイルを用いて登録を行います。 

2 IP-LONのBACnet用Functional Block（K_Virtual Unit）をドラッグ＆ドロップすると、IP-LON
用 SNVT 設定ツールで作成したファンクショナルブロックが現れるので、目的のネットワーク変

数と Connector で接続します。 

 
 

 
 

 
1.2.1.6. IP-LON をコミッションする 
手順 操作内容 
1 データベースが完成したら上記の LonMaker を実際のシステムと接続して、アドレス設定を各デ

バイスにダウンロードします。 
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1.2.1.7. IP-LON の BACnet 用 Functional Block ポーリング間隔を設定する 
  BACnet 用 FunctionBlock の入力ネットワーク変数でポーリング機能の設定を行います。 
  IP-LON 用 SNVT 設定ツールのダウンロード時、「イベント+ポーリング」を指定しなかった場合は、 
  この設定手順を飛ばして次へ進んでください。 
 
手順 操作内容 
1 LonMaker for Windows で K_Virtual Unit の SCPTmaxRcvT を Browse し、 

SCPTmaxRcvT の値を変更してポーリング間隔を設定します。 

 
設定した間隔で K_Virtual Unit のバインディングされた全入力ネットワーク変数の 
ポーリングを行います。 
 
ポーリング動作 
 nvi① ポーリング   ←ポーリング開始 
  ↓ (最速 100msec) 
 nvi② ポーリング 
  ↓ (最速 100msec) 
  ：                    ポーリング間隔(設定値) 
  ↓ (最速 100msec) 
 nvi 最後 ポーリング 
  ↓ (ポーリング開始までディレイ) 
 nvi① ポーリング   ←ポーリング開始 
  ↓ (最速 100msec) 
 
 ポーリングの処理は、「バインディングされた入力ネットワーク変数の数×100msec」の時間 
 が必要となります。 
 上記より短い時間を設定された場合は、nvi 最後 ポーリング終了 100msec 後に 
 nvi① ポーリングが行われます。 
 
SCPTmaxRcvT の設定範囲は、0 および 100msec～1 時間(100msec 単位)です。 
0 に設定すると、ポーリングを行いません。 
デフォルトは 0 です。 
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1.2.2. BACnetGateway の設定 

1.2.2.1. BACnetGateway を起動する 
手順 操作内容 
1 専用のスイッチング電源（INPUT：100-240V～47-63Hz 1.35A）を本体 DC-IN に接続し POWER

スイッチを ON します。 
2 LPT ポート部に設けた赤い LED が点滅を開始したら、起動処理を完了して BACnetGateway と

してのサービスを開始しています。 
 
1.2.2.2. BACnetGateway の IP アドレスを確認・変更する 
手

順 
操作内容 

1 PC-AT 用のキーボードと VGA モニタを接続します。 
2 Linux にログインします。（Login name : root, password : watanabe） 
3 Linux のコマンドラインから ifconfig eth0 あるいは ifconfig eth1 を実行すると、それぞれ 

LAN1, LAN2 の IP アドレスを確認することができます。 
デフォルトは、LAN1：192.168.1.2、LAN2：192.168.2.2 となっています。 

4 Windows PC から、何れかの SFTP ユーティリティで下記のファイルを取り出して、エディタで 
IP アドレスを書き換え、再び SFTP ユーティリティで元の場所に上書きします。 
LAN1： ”/etc/sysconfig/network_scripts/ifcfg-eth0” 
LAN2： ”/etc/sysconfig/network_scripts/ifcfg-eth1” 
 
※ 使用するエディタは Windows に付属されているメモ帳(NotePad)を使用し編集を行ってください。

  WordPad など改行コードが(LF)のみでないツールを使用すると、IP アドレスが 

  認識できなくなってしまいます。 

 

  メモ帳では下の図のように改行が正常に表示されませんがそのまま改行せずに編集してください。

 

  また、LAN1 と LAN2 のネットワークアドレスは個別の値を設定してください。 

  同じネットワークアドレスを割り当てると正常に IP アドレスが設定されない場合があります。 

5 Linux のコマンドラインから service network restart を実行するか、又は、 
BACnetGateway を再起動すると、上書きしたファイル内に指定した IP アドレスが 
有効になります。 

6 Linux のコマンドラインから exit でログアウトします。 
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1.2.2.3. BACnetGateway の Web サーバからブラウザで基本設定を変更する 
手順 操作内容 
1 Windows PC から Web ブラウザで「http://192.168.2.2:8080/」を開きます。 

(対応ブラウザは MicroSoft Internet Explorer5.5、MicroSoft Internet Explorer6.0 です) 
下線部は 1.2.2.2 で確認・設定した LAN ポートの IP アドレスを指定します。 
LAN ポートは、LAN1、LAN2 のどちらでも使用が可能です。 

 
2 画面左の各メニュー項目は、クリックすると順次下位の項目を展開／折畳みすることができま

す。 
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手順 操作内容 
1 「Config」を展開して「BACnet」をクリックすると、BACnet に関する項目の現在の設定が 

表示されます。 
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2 画面下の[設定]をクリックして、｢基本｣の｢IP アドレス｣と｢デバイスインスタンス番号｣を変更します。

（HIM や他の ICont からこの BACnetGateway にアクセスする際の宛先となります。） 

 
 

3 画面下の[更新]をクリックします。（画面が切替ります。） 
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4 [BACnet 再起動]をクリックします。（画面が切替ります。） 

[BACnet 再起動]を実行することによって変更した設定値が反映されるようになります。 

 

5 ｢本当に再起動しますか？｣に対して[OK]をクリックします。（画面が切替ります。） 
 
※画面が切り変わるまで Web 画面の操作は行わないでください。 

 BACnetGateway の動作が保証できなくなります。 
6 ｢再起動しました。｣に対して[戻る]をクリックします。 
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手順 操作内容 
1 「Config」を展開して「Gateway」をクリックすると、IP-LON 側の I/F に関する項目の現在の

設定が表示されます。 

 
2 画面下の[設定]をクリックします。 
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3 ｢IP-LON｣の｢IP アドレス｣と｢ポート番号｣で、IP-LON との通信する LAN ポートの 

IP アドレスと、ポート番号 16141 を入力します。 
4 ｢SNVT Gateway｣は、IP-LON 用 SNVT 設定ツールで BACnetGateway を経由してネットワー

ク変数をダウンロードする際の経由情報を入力します。 
｢IP アドレス｣は｢基本｣で設定した｢IP アドレス｣を、「ポート番号」は「16141」を入力します。 

 
5 画面下の[更新]をクリックします。（あとは｢BACnet｣の場合と同様です。） 
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1.2.2.4. IP-LON / BACnetGateway 間を LAN で接続する 
IP-LON と BACnetGateway を LAN ケーブルで接続する。 
 
1.2.2.5. BACnetGateway に IP-LON を登録する 
手順 操作内容 
1 「IP-LON」をクリックし、画面右に表示される[追加]をクリックします。 

 
2 登録する IP-LON の IP アドレスを入力します。ポート番号は 16141 を入力します。 

 
3 画面下の[更新]をクリックします。（「IP-LON」の下位に｢UNIT-*｣が追加されます。） 

 



 

17 

 
1.2.2.6. IP-LON に実装されたネットワーク変数の一覧を BACnetGateway に取り込む 
手順 操作内容 
1 「IP-LON」→｢UNIT-*｣の順に展開して「NetworkVariable」をクリックし、画面右に表示され

る[Network 変数の取得]をクリックします。 

 
2 ｢読込を完了しました。｣と表示されます。（成功した場合。） 
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1.2.2.7. BACnet オブジェクトを生成する 
手順 操作内容 
1 「IP-LON」→｢UNIT-*｣→｢BACnet｣の順に展開して、その下の「AI」～「File」から生成した

いオブジェクトの種類を選んでクリックします。 

 
2 画面右に表示される[追加]をクリックします。（画面が切替ります。） 
3 インスタンス番号は、同一種別のオブジェクト内でユニークな値を入力します。 

（オブジェクトの種別と組み合せて、HIM や他の ICont からこのオブジェクトにアクセスする

際の宛先となります。） 

 

※詳細は、BACnetGateway 取扱説明書を参照してください。 
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4 NVNo をプルダウンリストから選択します。オブジェクトの種別に対して割付け可能なネットワ

ーク変数名がリストに表示されます。 
IP-LON 自身の I/O の監視・制御用のネットワーク変数がリストの上部に、IP-LON 用 SNVTs 
設定ツールからダウンロードして実装したネットワーク変数はリストの下部に表示されます。 

 

5 画面下の[更新]をクリックします。 
生成したオブジェクトがリストに追加されます。 
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1.3. システムの修正・再構築作業の流れ 

  システムに LON のネットワーク変数を追加・削除や、BACnet のオブジェクトを追加・削除する 
  ときの手順です。 
 
大項目 手順 内容 

IP-LON 用 SNVT 設定 IP-LON に他の LonWorks デバイスとバインドする

ネットワーク変数を実装する 

(1) IP-LON 用 SNVTs 設定ツールで実装する変数を編集・保存する 
(2) IP-LON にダウンロードする 

1 

(3) ダウンロードした情報を有効にする 
2 XIF ファイル作成ツールで IP-LON の XIF ファイルを作成する 

IP-LON 以下の 
システム構築 

3 LonMaker で IP-LON を Replace する。 
4 IP-LON に実装されたネットワーク変数の一覧を BACnetGateway に取り

込む 
BACnetGateway 
の設定 

5 BACnet オブジェクトを編集する 
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1.3.1. IP-LON に他の LonWorks デバイスとバインドするネットワーク変数を実装する 

   システム構築時に IP-LON 用 SNVTs 設定ツールで作成した、追加 SNVT 設定ファイルを元に 
   SNVT の追加変更を行います。 
 
IP-LON 用 SNVTs 設定ツールで実装する変数を編集・保存する 
手順 操作内容 
1 CSV 読み込みで設定内容をリストに表示します。 

※詳細は、IP-LON 用 SNVT 設定ツール取扱説明書を参照してください。 

 
２ 実装 SNVTｓリストにネットワーク変数の追加、変更、削除をします。 
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3 「CSV 保存」で設定リストを CSV ファイルに保存します。 
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IP-LON にダウンロードする 
手順 操作内容 
１ IP-LON に設定情報の送信を行います。 

 

 

 
2 SNVTs 設定ツールを終了します。 

 

 
ダウンロードした情報を有効にする 
手順 操作内容 
1 MODE スイッチを’C’にあわせます。 
2 SET スイッチを STATUS LED が全消灯するまで押下して放します。 
3 MODE スイッチを’0’に戻します。（STATUS LED 1～4 がスクロールします。） 
4 STATUS LED 1～4 のスクロールが止まるのを待ちます。 
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1.3.2. XIF ファイル作成ツールで IP-LON の XIF ファイルを作成する 

手順 操作内容 
1 XIF 作成ツールを実行します。 
2 該当の IP-LON に接続した機能ユニットを並び順どおりに指定します。 

 
※詳細は、XIF ファイル作成ツール取扱説明書を参照してください。 

 
2 IP-LON 以外の LonWorks デバイスを使用する場合は、“IVU”をチェックし、参照先として 

1.3.1 で保存した CSV ファイルを指定します。 

 
3 ファイルを保存します。 

 

4 XIF ファイル作成ツールを終了します。 
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1.3.3. LonMaker で LON 側のシステムを構築する 

手順 操作内容 
1 LonMaker for Windows を起動し、修正したいデバイスで「Replace」を実行します。 

 
2 Replace の際、XIF 作成ツールで作成した XIF を指定します。 

 

 
XIF ファイル指定で Replace することにより、バインディング情報をしたまま、ネットワーク変

数や、機能ユニットの追加･変更が可能です。 
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1.3.4. IP-LON に実装されたネットワーク変数の一覧を BACnetGateway に取り込む 

手順 操作内容 
1 「IP-LON」→｢UNIT-*｣の順に展開して「NetworkVariable」をクリックし、画面右に表示され

る[Network 変数の取得]をクリックします。 

 
2 ｢読込を完了しました。｣と表示されます。（成功した場合。） 

 
削除などのネットワーク変数の数が減る操作を行った場合は、ネットワーク変数の登録情報に削

除前のネットワーク変数が残ります。 
残ってしまったネットワーク変数を削除するには、[削除]をクリックします。 
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1.3.5. BACnet オブジェクトを編集する 

手順 操作内容 
1 ネットワーク変数名を変更した場合は、BACnet のオブジェクトとの関連付けの設定を再度行っ

てください。 

 

2 オブジェクトを削除する場合は、IP-LON」→｢UNIT-*｣→｢BACnet｣の順に展開して、その下の

「AI」～「File」から生成したいオブジェクトの種類を選んでクリックします。 

 
削除したいオブジェクトの[削除]ボタンをクリックします。 
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2. IP-LON のシャットダウン 
・ 電源断する場合、内部ストレージへのアクセス中を避けるために下記の手順を守ってください。 
手順 操作内容 
1 MODE スイッチを’6’にあわせます。 
2 BUSY LED が消灯するまで SET スイッチを長押しします。 
3 IP-LON のスイッチを POWER OFF します。 
4 MODE スイッチを’0’に戻しておきます。 
 
3. BACnetGateway のシャットダウン 
・ 電源断する場合、内部ストレージへのアクセス中を避けるために下記の手順を守ってください。 
手順 操作内容 
1 LPT ポート部に設けた赤いスイッチをクリックします。 

（LPT ポート部に設けた赤い LED が点滅状態から消灯状態に変化します。） 
2 LPT ポート部に設けた赤い LED が再び点灯（常点灯）するのを待ちます。 
3 POWER スイッチを OFF します。 
 
3.1. BACnetGateway の保持データについて 

 「各オブジェクトのプロパティ(PresentValue も含む)」「トレンドログデータ」の 2 種類の 
データはシャットダウンでも保持されます。 
保持するデータをコンパクトフラッシュに書き込むタイミングは、以下のようになっています。 
 ①シャットダウン時 
 ②「Config」→「Gateway」画面の「Interval」で指定した間隔(秒単位)経過時 
  (Interval のデフォルト：86400 秒) 

 
正常に終了処理を行わなかった場合は、コンパクトフラッシュに書き込まれた時点までの 
データに戻ります。 

 以下のデータはシャットダウン時に消去されます。 
 IP-LON 側の LAN 通信ログ 
 BACnet 側の LAN 通信ログ 
 IP-LON の各ネットワーク変数の値 
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4. BACnet オブジェクトの実装可能な最大数とメモリ容量 
   ・Analog、Binary、Multi-State、計量オブジェクトの容量 

    BACnetGateway に実装できるオブジェクトの最大数：4096 個 
    1 オブジェクトの最大データ：1,200Byte 
    最大 1,200Byte×4096 個＝4,915,200Byte 
 
   ・電力デマンドオブジェクトの容量 
    BACnetGateway に実装できるオブジェクトの数：2 個×16 台＝32 個 
    1 オブジェクトの最大データ：3,200Byte 
    (3,200Byte×2 個)×16 台＝102,400Byte 
 
   ・Event Emrollment オブジェクトの容量 

    BACnetGateway に実装できるオブジェクトの数：20 個×16 台＝320 個 
    1 オブジェクトの最大データ：428Byte 
    (428Byte×20 個)×16 台＝136,960Byte 
 
   ・NotificationClass オブジェクトの容量 

    BACnetGateway に実装できるオブジェクトの数：20 個×16 台＝320 個 
    1 オブジェクトの最大データ：250Byte+10Byte×5 通告先 
    ( (250Byte+10Byte×5 通告先)×20 個 )×16 台＝96,000Byte 
 
   ・Group オブジェクトの容量 

    BACnetGateway に実装できるオブジェクトの数：20 個×16 台＝320 個 
    1 オブジェクトの最大データ：800Byte+80Byte×5 メンバ 
    ( (800Byte+80Byte×5 メンバ)×20 個 )×16 台＝384,000Byte 
 
   ・Calendar オブジェクトの容量 

    BACnetGateway に実装できる日付件数：50 個 
    1 オブジェクトの最大データ：800Byte+48Byte×日付件数 
    800Byte+48Byte×50 個 ＝3,200Byte 
 
   ・Schedule オブジェクト 

    BACnetGateway に実装できるスケジュール：10 個×16 台＝160 個 
    スケジュールに実装できる例外日スケジュール：50 日×10(回/日)＝500 回 
    スケジュールに実装できる週間スケジュール：7 日×10(回/日)＝70 回 
    スケジュールの最大データ：200Byte+20Byte×各スケジュール個数 
    200Byte+20Byte×( 160 個+(160 個×500 回)+(160 個×70 回) )＝1,827,400Byte 
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   トレンドログを除く各オブジェクトの合計は、約 7.5MByte。 
   各ファイルは、テンポラリ／前回／今回の３つのファイルでバックアップされるので 
   約 22.5MByte の容量を必要とする。 
 
 
   トレンドログの蓄積容量 
    BACnetGateway の内部に(約 50MByte の容量として)約 1,500,000 件のトレンドログの 
    レコードを蓄積できます。 
 
    トレンドログを１つのみ設定したとして、蓄積周期と蓄積可能日数の関係は 
    以下のようになります。 

蓄積周期 蓄積日数 
1 分 約 1,000 日 
3 分 約 2,000 日 
5 分 約 5,000 日 

10 分 約 10,000 日 
30 分 約 30,000 日 
60 分 約 60,000 日 

 
    1 ヶ月を 31 日として、1 ヶ月間データが保持ができるトレンドログの数の関係は 
    以下のようになります。 

蓄積周期 トレンドログ個数 
1 分 約 30 個 
3 分 約 60 個 
5 分 約 150 個 

10 分 約 300 個 
30 分 約 900 個 
60 分 約 1800 個 
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5. SFTP ユーティリティの例 
・ WinSCP を使用して、BACnetGateway内のファイルをWindows PCに取り出したり、Windows PC

で編集したファイルを BACnetGateway に上書きしたりする例を以下に示します。 
手順 操作内容 
1 WinSCP を起動します。 
2 ログイン画面で、BACnetGateway の Host name：（3.2.節で確認・設定した IP アドレス）、 

User name：root、Password：watanabe で[Login]をクリックします。 

 
 

3 左にクライアントマシン（Windows PC）、右にリモートサーバ（BACnetGateway）のディレク

トリが表示されます。マウス操作で適当にディレクトリを移動して、表示されたファイルを一方

から他方へドラッグ＆ドロップで転送できます。 
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電話 03(3400)6141(代表)    FAX 03(3409)3156 
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